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『
虚
無
へ
の
供
物
』
か
ら
「
失
わ
れ
た
書
物
」
へ

中
井
英
夫
の
『
虚
無
へ
の
供
物
』
は
、
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
界
の
三
大
奇
書
の
一
冊
と
も
、
ア
ン
チ
・
ミ
ス
テ
リ

ー
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
筆
者
に
と
っ
て
は
、
世
界
の
ミ
ス
テ
リ
ー
の
最
高
峰
の
一
冊
で
す
。
エ
ド
ガ
ー
・
ア

ラ
ン
・
ポ
ー
か
ら
、
ロ
ー
ラ
ン
・
ビ
ネ
の
『
言
語
の
七
番
目
の
機
能
』
に
至
る
ま
で
、
筆
者
は
ミ
ス
テ
リ
ー
の
愛

好
者
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
小
説
の
、
ホ
ー
ム
ズ
兼
ワ
ト
ソ
ン
役
の
奈な

な々

村む
ら

久ひ
さ

生お

の
言
う
「
本

当
の
意
味
で
の
真
犯
人
」
の
姿
に
は
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
も
脱
帽
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
　
小
説
の
舞
台
は
、
敗
戦
後
十
年
ほ
ど
の
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）、
主
要
な
登
場
人
物
の
多
く
は
、

久
生
、
そ
の
幼
馴
染
の
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
こ
と
亜
利
夫
な
ど
、
若
き
高
等
遊
民
の
風
情
で
、
彼
ら
が
出
入
り
す
る
バ

ァ
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
風
俗
お
よ
び
周
辺
世
界
は
、
著
者
が
親
交
を
結
ん
で
い
た
三
島
由
紀
夫
や
澁
澤
龍
彦
、
ま
た
、
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短
歌
雑
誌
の
編
集
者
と
し
て
、
そ
の
才
能
を
見
出
し
育
て
た
、
塚
本
邦
雄
、
寺
山
修
司
、
春
日
井
建
と
も
通
底
し

て
い
ま
す
。
七
十
年
近
く
前
の
日
本
が
舞
台
と
は
い
え
、
そ
の
社
会
的
背
景
は
、
二
〇
二
一
年
の
日
本
と
多
く
の

点
で
共
通
し
て
い
ま
す
。

筆
者
が
こ
の
書
物
を
知
っ
た
の
は
、
学
生
時
代
、
宮
川
淳
先
生
の
演
習
で
の
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
「
ド

ガ
・
ダ
ン
ス
・
デ
ッ
サ
ン
」
の
購
読
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
原
文
の
難
解
さ
に
大
学
の
図
書
館
に
駆
け
込
み
、
訳

本
を
探
し
つ
つ
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
詩
集
も
眺
め
る
う
ち
、「
一
と
日
わ
れ
海
を
旅
し
て
／
（
い
づ
こ
の
空
の
下
な

り
け
ん
、
今
は
覚
え
ず
）
／
美
酒
を
少
し
海
に
流
し
ぬ
／
『
虚
無
』
に
す
る
供
物
の
為
に
」
で
始
ま
る
「
失
わ
れ

た
美
酒
」（Le vin perdu

）
が
心
に
残
り
、
同
じ
図
書
館
に
何
日
か
通
う
う
ち
に
、
こ
の
一
節
を
冒
頭
に
掲
げ
た

小
説
に
辿
り
つ
き
ま
し
た
。

中
井
英
夫
が
執
筆
時
に
住
み
、
小
説
の
主
要
な
舞
台
に
な
る
氷
室
家
の
あ
る
、
目
白
の
下
落
合
あ
た
り
に
土
地

勘
の
あ
っ
た
筆
者
は
、
一
時
は
、
こ
の
辺
り
や
、
小
説
に
登
場
す
る
東
京
の
町
を
歩
き
ま
わ
る
ほ
ど
、
小
説
世
界

に
入
り
込
み
ま
し
た
。
武
満
徹
装
幀
の
、
美
し
い
函
入
り
の
書
物
を
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
は
た
い
て
購
入
も
し
ま
し

た
。（
図
1
）
と
こ
ろ
が
、
友
人
に
貸
し
た
り
、
引
っ
越
し
を
繰
り
返
す
う
ち
、
こ
の
書
物
は
忽
然
と
消
え
て
（
な

く
し
た
の
で
す
が
）、
文
字
通
り
、「
虚
無
へ
の
供
物
」
と
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

先
日
、
区
立
図
書
館
で
、
戯
れ
に
色
々
な
書
名
を
検
索
す
る
う
ち
に
、
区
内
の
別
の
図
書
館
に
、
塔
晶
夫
（Toi 
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Q
ui...

）
の
筆
名
で
出
版
さ
れ
た
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
二
月
二
十
九
日
発
行
の
初
版
本
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま
ア
ク
リ
ル
板
越
し
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
題
名
を
告
げ
、
取
り
寄
せ
を
頼

む
と
、
司
書
の
青
年
に
、
二
度
ほ
ど
聞
き
返
さ
れ
た
の
ち
、「『
去
年
の
九
月
』
で
す
ね
？
」
と
念
を
お
さ
れ
ま
し

た
。
も
う
、
そ
れ
ほ
ど
遠
い
、
失
わ
れ
た
書
物
（Le livre perdu

）
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
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）


